




Detection of Motion Aftereffect Direction Specific Response Using 





























































付近よりも T5 ， T6 付近における位相差が大きくなる傾向
がみられた．この原因としては，V1野よりもMT野におけ
る神経細胞の受容野が大きいことの影響が考えられる．
４．まとめ
　複数の時間・空間周波数の刺激条件においても，運動残
効方向の違いは，後頭部から後側頭部にかけてのSSVEPの
１F成分の位相差に現れることが確認され，運動残効方向
の他覚的検出が可能であることが示された．しかし，刺激
条件の違いにより，位相差の大きさや，特徴が現れる部位
に違いがみられた．このような違いは，コントラスト感度
特性の違いや，受容野の大きさの違いなどが影響している
可能性がある．今後さらに多くの時間・空間周波数につい
て検討することで，この他覚的検出法が運動視メカニズム
の解明に寄与するものと期待される．
